
今
回
は
、
天
下
野
町一区
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
す
。
そ
の
昔
、
こ
の
地
で
徳

川
光
圀
が
子
ど
も
の
神
楽
舞
（
サ
サ
ラ

芸
）
を
見
て
「
天
下
一
品
」
と
褒
め
た

た
え
た
こ
と
で
、
村
人
た
ち
は
天
下一と

書
い
て
あ
る
上
り
旗
を
持
っ
て
、
諸
国

を
回
り
芸
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
そ
の
旗
に
気
付
い
た
役
人
に
『
け

し
か
ら
ん
』
と
咎
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

こ
ろ
を
、
光
圀
が
『
天
下
野
村一と
い
う

意
味
だ
』
と
助
け
舟
を
出
し
て
く
れ
た

こ
と
か
ら
、
天
下
野
と
い
う
地
名
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
仏
な
ど
の

歴
史
的
資
源
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
言
い

伝
え
の
あ
る
桜
や
清
流
山
田
川
な
ど
自

然
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。
天
下
野

町
一
区
の
今
昔
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

ぜ
ひ
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
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く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
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水
府
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＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
距
離 

: 約
2.5
㎞

▼
時
間 

: 約
１
時
間
30
分

天
下
野
町
一
区

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

湯殿山塔❷

湯殿山は、月山・羽黒山とともに出羽三
山の一山です。山伏の方がお参りに訪れ
るのだとか。

ゆ ど の さ ん と う

❹

大東亜戦記念と彫られた大きな馬力神を中心に、馬
頭観世音や馬櫪神などの石仏があります。いずれも、
馬の守護を願ったもの、または霊を祀ったものです。

石仏群

❸

大祭礼の際、この橋の上でお神輿の受け
渡しをします。川底には地元で男釜、女釜
と呼ばれている丸い石があります。

永久橋

❻

二十三夜と彫られた石碑と、梵字のよう
なものが彫られた石塔が並んでいます。

二十三夜塔

❶

延宝4年、水府村上高倉の鹿島ヶ峰に鎮
座していたところ、大洪水にともなう山崩
れで社殿が流失し、兜岩に打ちあげられ
たそうです。以来、現在の地に社殿を建
立し、３月15日に祭祀したのが始まりと
言われています。祭神は武甕槌命。

鹿島神社

たけみかづちのみこと

❺ さかさ桜
明応６年、信太小太郎
という武将が、この地の
合戦であやまって深田
にはまった馬を助ける
際に、投げ捨てた桜の
枝の鞭が逆さに突き刺
さり、そのまま根付いて毎年下向きに花
が咲くようになったことから、その名が
ついたと言い伝えられています。

し だ の こ た ろ う

案内してくれた
地元のみなさん

水府B＆G
海洋センター
天下野町7233-2

START&GOAL

❸

❺

至大子町

海洋センター
入口

天下野一区

至常陸太田市街

❶

❷
❹

❻
明神橋

山田川
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